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▼
八
幡
市
＝

川
吉
之
▼
京

田
辺
市
＝
香
村
侃
彦
、
山
下

明
子
▼
宇
治
田
原
町
＝
上
田

明
男
、
光
島
壯
次
、
橋
本
戊

▼
笠
置
町
＝
谷
川
優
、
有
田

康
善
▼
精
華
町
＝
中
川
茂
成

▼
南
山
城
村
＝
小
西
眞
理

子
、
中
窪
耕
司
、
上
仲
弘

之
、
石
川
信
一
▼
京
丹
波
町

＝
北
村
和
夫
、
下
村
虔
、
浅

井
明
美
▼
綾
部
市
＝
鎌
部
勉

武
▼
舞
鶴
市
＝
植
和
田
英
子

▼
伊
根
町
＝
小
原
澄
晴
、
藤

原
正
人
、
櫻
尾
夏
男
、
村
井

央
敏
▼
京
丹
後
市
＝
髙
杉
和

男
、
金
羽
廣
明
▼
農
業
会
議

＝
宅
間
敏
廣
、
桂
明
宏

中
良
三
、
巳巳
共

秀
男
、
田
中
豊

次
、
西
岡
良
右
、
谷
川
周
平

▼
精
華
町
＝
太
田
廣
之
▼
南

山
城
村
＝
内
藤
芳
男
、
西
村

秀
俊
▼
綾
部
市
＝
大
山
勇
▼

農
業
会
議
＝
牧
克
昌

【
京
都
府
農
業
会
議
会
長

表
彰
】

（
敬
称
略
）

▼
京
都
市
＝
端
清
隆
、
岡

本
弥
一
郎
▼
長
岡
京
市
＝
中

川
幸
夫
、
松
井
勝
正
▼
大
山

崎
町
＝
小
泉
享
▼
宇
治
市
＝

井
内
央
樹
、
北
浦
荘
平
、
中

西
秀
友
、
中
林
和
夫
▼
久
御

山
町
＝
内
田
孝
司
、
林
吉
一

第
１
２
５
回
京
都
府
農
業

会
議
総
会(

６
月

日
開
催)

の
表
彰
式
で
、
農
業
委
員
会

組
織
の
委
員
と
し
て
長
く
活

動
さ
れ
た
方
（
現
職
を
含

む
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

【
京
都
府
知
事
表
彰
】

（
敬
称
略
）

▼
京
都
市
＝
中
村
安
良
▼

長
岡
京
市
＝
岡
正
樹
▼
宇
治

市
＝
辻
四
一
郎
、
山
本
晃
一

郎
、
小
島
佳
剛
、
水
谷
修
▼

京
田
辺
市
＝
喜
多
義
治
▼
井

手
町
＝
西
島
登
、
寺
島
正

昭
、
中
坊
陽
▼
笠
置
町
＝
田

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

同
市
で
は
、
市
単
独
事
業

で
「
地
域
の
課
題
に
対
応
し

た
地
区
推
の
活
動
」
を
支
援

し
て
お
り
、
農
業
委
員
会
が

集
約
す
る
各
地
区
の
要
望
を

市
農
政
に
反
映
す
る
努
力
を

続
け
て
い
る
。

今
月
、
各
地
区
か
ら
、
担

い
手
へ
の
支
援
や
農
地
保
全

対
策
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど

の
要
望
が
農
業
委
員
会
に
提

出
さ
れ
た
。

今
後
、
役
員
会
で
の
検
討

を
経
て
、
８
月
上
旬
の
総
会

で
要
請
文
の
内
容
を
確
認
。

同
月
中
に
市
長
に
提
案
す
る

予
定
だ
。

福
知
山
市
農
業
委
員
会

は
、
市
内
の
地
区
営
農
推
進

協
議
会
（
市
内
２
４
８
集
落

を
カ
バ
ー
す
る
21
組
織
、

「
地
区
推
」
と
略
）
の
意
見

を
集
約
。
同
市
の
来
年
度
予

算
の
検
討
が
始
ま
る
８
月
に

「
農
林
業
施
策
及
び
予
算
に

関
す
る
要
請
」
を
取
り
ま
と

め
、
市
長
要
請
を
行
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

同
市
で
は
、
地
区
推
の
会

長
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
就
任
。
集
落
の
農
区

長
（
＝
農
業
委
員
会
補
助

員
）
や
関
係
団
体
と
協
力
し

て
、
「
地
域
計
画
」
の
策
定

な
ど
地
域
農
業
振
興
の
取
り

す
べ
て
の
農
業
委
員
会
が

地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
地

区
連
の
活
動
を
通
じ
て
「
農

業
者
の
意
見
集
約
」
を
行

い
、
「
施
策
改
善
の
意
見

書
」
を
市
町
村
長
に
提
出
し

て
農
家
の
要
望
を
施
策
に
反

映
さ
せ
る
全
国
運
動
が
全
国

農
業
会
議
所
か
ら
提
起
さ

れ
、
本
年
度
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

来
年
度
以
降
、
地
域
計
画

実
現
に
向
け
た
利
用
権
設
定

や
地
域
計
画
の
随
時
見
直
し

な
ど
が
本
格
化
し
、
市
町
村

と
農
業
委
員
会
の
体
制
強
化

が
全
国
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
年
度

は
、
全
農
業
委
員
会
か
ら
市

町
村
長
に
「
必
要
な
体
制
整

備
」
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
農
業
会
議
か
ら
提
起

し
て
い
る
。

関
す
る
相
談
に
中
小
企
業
診

断
士
な
ど
が
無
料
で
対
応

し
、
内
容
に
応
じ
て
税
理
士

や
社
労
士
な
ど
の
専
門
家
派

遣
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

会
場
は
７
月
23
日
が
京
田

辺
市
（
中
央
公
民
館
）
、

29
日
が
福
知
山
市
（
中
丹

勤
労
者
福
祉
会
館
）
。
午

前
10
時
～
午
後
４
時
15
分

の
間
で
、
事
前
予
約
制
で

１
人
90
分
ま
で
相
談
で
き

る
。相

談
会
の
問
い
合
わ
せ

や
申
し
込
み
は
、
農
業
会

議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
☎
０
７
５
・
４
１
７

・
６
８
４
７
ま
で
。

京
都
府
農
業
会
議
は
、
７

月
23
日
と
29
日
の
２
日
間
、

府
内
２
会
場
で｢

農
業
経
営

よ
ろ
ず
相
談
会｣

を
行
う
。

法
人
化
、
人
材
育
成
、
販

路
開
拓
な
ど
、
農
業
経
営
に

「
お
客
さ
ん
の
声
を
励
み

に
、
お
父
さ
ん
が
残
し
て
く

れ
た
畑
を
守
っ
て
い
る
」

(

北
松
さ
ん)


「
小
さ
い
頃

か
ら
畑
を
守
る
の
は
当
然
で

す
し
、
近
所
で
〝
野
菜
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
〟
と
慕
わ
れ
生

き
が
い
を
感
じ
る｣(

森
西
さ

ん)

と
２
人
は
話
し
ま
す
。

家
の
周
囲
の
畑

が
荒
れ
る
と
地
域

の
景
観
が
悪
化

し
、
野
生
動
物
の

す
み
か
に
な
り
ま

す
。
各
戸
が
周
囲

の
畑
を
活
用
す
れ

ば
大
き
な
力
に
な

る
の
で
｢

今
あ
る

畑
を
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
彼
女

た
ち
の
思
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、

所
有
者
が
異
な
る

場
合
で
も
周
囲
の

畑
を
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
、
農
業

委
員
と
し
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

（
南
山
城
村
農

業
委
員
会
・
福
中
聖
子
委

員
）

周
囲
に
あ
る
畑
で
栽
培
し
た

季
節
の
野
菜
を
「
道
の
駅
」

や
直
売
所
に
出
荷
し
、
地
域

の
農
地
を
元
気
に
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

南
山
城
村
田
山
地
区
の
北

松
泰
子
さ
ん
と
森
西
昭
代
さ

ん
は
、
定
年
退
職
後
、
生
涯

現
役
で
野
菜
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
２
人
と
も
自
宅
の

５
年
と
３
年
）
が
勉
強
や
習
い
事

で
忙
し
く
て
も
収
穫
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
の
で
、
農
業
を
始
め
て
本

当
に
よ
か
っ
た
」
と
話
す
。

農
業
が
好
き
な
若
者
は
必
ず
い

る
の
で
、
地
域
に
若
い
農
業
者
が

も
っ
と
増
え
る
よ
う
に
、
足
立
さ

ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
て

い
る
。

（
福
知
山
市
農
業
委
員
会
、
荒

賀
淑
子
委
員
・
大
隅
実
委
員
）

上か
み

六む

人と

部べ

地
区
で
11
年
前
に
就

農
し
た
足あ

立だ
ち

佳よ
し

貴た
か

さ
ん
（
37
）

は
、
約
１
㌶
の
水
田
と
ハ
ウ
ス
４

棟
で
、
伏
見
と
う
が
ら
し
、
キ
ュ

ウ
リ
、
小
松
菜
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ナ

ス
な
ど
を
生
産
し
、
市
内
の
学
校

給
食
と
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
出
荷
し

て
い
る
。

こ
の
間
、
若
い
就
農
希
望
者
２

人
を
雇
用
し
、
後
継
者
と
し
て
育

て
な
が
ら
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
た

足
立
さ
ん
。
「
息
子
２
人
（
小
学

福知山市 足立佳貴さん
若
い
後
継
者
２
人
と

地
域
の
農
業
を
支
え
る

直売所で野菜を紹介する森西さん

生涯現役で励む野菜作り

周
囲
の
畑
を
有
効
活
用


長
年
の
農
委
会
活
動
功
績
た
た
え


日
開
催
の
府
農
業
会
議
総
会
で
表
彰

キュウリを収穫する足立さん

｢

農
業
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会｣

を
開
催

来
月


日･

京
田
辺
市

日･

福
知
山
市

昨
年
度
の
「
よ
ろ
ず
相
談
会
」

京田辺市では、農業委員会が各集落で地域計画の話し合いを

推進し、農家の意見を集約した意見書を市長に提出している

福
知
山
市
農
業
委
員
会

福知山市農業委員会は、毎年８月、市長に「施策及び予算に

関する要請」を提出している

来年度施策の市長要請に反映へ

農業者の

意見集約

農業者の

意見集約
＋ 市町村長に

意見提出

市町村長に

意見提出

市町村長に

意見提出

全農業委員会で実施を

京都 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


